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We
build

strong
kids,strong

families,
strong

communities.
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、た

く
ま
し
い

子
ど
も
た
ち

、家
族
の
強
い
絆
、支

え
あ
う
地
域
社
会
を
築
き
ま
す
。

( 1 )

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
の
任
期
を
終

え
５
年
ぶ
り
に

日
本
に
帰
国
し

た
。
現
地
で
は

ア
メ
リ
カ
在
住

の
、
日
本
の
子

ど
も
た
ち
の
キ

ャ
ン
プ
を
担
当

し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
周
辺
は

約
８
万
人
の
日
本
人
・
日
系
人

が
暮
ら
す
ア
メ
リ
カ
で
最
大
の

日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
あ

る
。
日
本
か
ら
来
た
ば
か
り
の

子
、
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
子

な
ど
、
育
っ
た
環
境
は
様
々
だ

▼
「
国
際
人
」
と
言
う
は
易
し

い
が
、
複
数
の
言
語
、
文
化
の

中
で
戸
惑
い
を
覚
え
つ
つ
生
き

て
い
る
子
ど
も
も
多
い
。
英
語

が
話
せ
る
だ
け
で
は
国
際
人
に

は
な
れ
な
い
。
彼
ら
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
大
切
に
育

て
、
複
数
の
言
語
、
文
化
の
中

に
育
っ
た
こ
と
が
よ
い
こ
と
で

あ
る
と
自
信
を
持
た
せ
る
こ
と

が
何
よ
り
大
事
で
あ
る
▼
日
本

に
帰
国
後
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
配
属
と
な
っ

た
。
こ
こ
も
ま
た
様
々
な
国
、

文
化
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
英

語
で
教
育
を
受
け
て
い
る
。
日

本
も
ま
た
、
日
本
人
だ
け
が
生

き
る
国
で
は
な
い
と
日
々
感
じ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ほ
と

ん
ど
日
本
語
を
話
し
て
い
た

が
、
帰
国
後
、
職
場
の
公
用
語

は
英
語
と
な
っ
た
▼
子
ど
も
た

ち
の
母
国
語
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
が
、
日
本
で
生
活
す
る
間
、

日
本
の
よ
さ
を
学
び
つ
つ
、
国

際
社
会
で
生
き
る
上
で
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
し
っ
か
り

と
身
に
着
け
て
も
ら
い
た
い
。

東
京
と
い
う
、
国
際
化
が
進
む

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
あ
っ
て
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
与
え
ら
れ
た
使
命

は
大
き
い
。
「
世
界
を
見
つ

め
、
世
界
に
生
き
る
」
こ
と
が

・

・

求
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。

（
Ｔ
Ｙ
ｉ
Ｓ

松
本
数
実
）
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東京ＹＭＣＡの使命

東京ＹＭＣＡは、イエス・キリストによって
示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少
年の精神、知性、身体の全人的成長を願い、
地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつく
るための運動を展開する。
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6
月
11
日
（
月
）
、
芝
浦
ア
イ
ラ
ン
ド
こ
ど

も
園
及
び
児
童
高
齢
者
交
流
プ
ラ
ザ
に
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
が
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
両
陛
下
は

毎
年
、
こ
ど
も
の
日
・
敬
老
の
日
・
障
害
者
週

間
の
前
後
に
、
福
祉
施
設
を
訪
問
さ
れ
、
関
係

者
を
激
励
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
ど
も

の
日
に
ち
な
む
施
設
訪
問
で
し
た
。

こ
ど
も
園
で
は
２
歳
児
ク
ラ
ス
の
保
育
を
ご

覧
に
な
り
ま
し
た
。
あ
じ
さ
い
の
貼
り
絵
を
一

緒
に
さ
れ
、
ま
ま
ご
と
や
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
で
自

由
遊
び
を
し
て
い
る
園
児
と
接
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
園
児
が
差
し
出
し
た
〝
お
茶
〟
を
陛
下

が
飲
む
し
ぐ
さ
を
さ
れ
た
り
、
美
智
子
様
が
腕

で
作
ら
れ
た
〝
ト
ン
ネ
ル
〟
を
園
児
が
何
度
も

通
り
ぬ
け
る
な
ど
、
終
始
優
し
く
接
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

交
流
プ
ラ
ザ
で
は
、
毎
月
実
施
し
て
い
る
乳

児
と
高
齢
者
の
合
同
誕
生
会
を
ご
覧
に
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
〝
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
〟

を
一
緒
に
唄
わ
れ
、
紙
芝
居
や
、
高
齢
者
か
ら

手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
乳
幼
児
に
渡
す
様
子

な
ど
を
に
こ
や
か
に
ご
覧
に
な
り
、
参
加
者
全

員
に
「
お
め
で
と
う
」
と
声
を
か
け
て
下
さ
い

ま
し
た
。
美
智
子
様
に
握
手
を
求
め
る
乳
児
に

対
し
て
、
優
し
く
応
え
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
職
員
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て

は
、
「
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
を
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
、
心
の
こ
も
っ
た
言
葉
を

か
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
館
長
と
園
長
に
よ
る

施
設
の
ご
案
内
や
活
動
の
説
明
、
両
陛
下
へ
の

お
茶
の
提
供
や
来
館
者
の
確
認
・
整
理
な
ど
、

両
施
設
の
全
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
の
対

応
と
な
り
ま
し
た
。

82
分
間
の
「
行
幸
啓
」
を
受
け
て
、
厚
生
労

働
副
大
臣
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
長
、
港
区
長

及
び
区
議
会
議
長
が
両
陛
下
を
出
迎
え
ま
し

た
。
加
え
て
、
宮
内
庁
と
各
機
関
の
随
伴
者
・

同
行
者
、
報
道
機
関
と
警
備
な
ど
、
１
０
０
人

を
越
え
る
訪
問
で
し
た
。

（
芝
浦
ア
イ
ラ
ン
ド
館
長

鶴

清
忠
）

会
員
大
会

5
月
19
日
（
土
）
に
「
第
10

回
会
員
大
会
」
が
東
陽
町
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
１
１
４
人

の
会
員
、
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
職
員
が
参
加
し
た
。
第
１

部
は
東
條
め
ぐ
み
氏
の
司
会
に

よ
り
礼
拝
を
も
っ
て
開
始
し

た
。
廣
田
光
司
総
主
事
か
ら
昨

年
度
の
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
事
業

報
告
が
さ
れ
、
笈
川
光
郎
会
員

部
運
営
委
員
長
か
ら
は
会
員
活

動
の
報
告
と
今
年
度
計
画
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
今
年

か
ら
「
永
年
会
員
」
制
度
が
新

し
く
設
置
さ
れ
、
30
万
円
の
会

費
を
一
度
納
め
る
こ
と
に
よ

り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
会
員
と
な
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
、
会
員
の
層
を
拡
大

す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
会
則
の

一
部
が
変
更
さ
れ
た
（
▼
４
面

「
お
知
ら
せ
」
）
。

続
い
て
会
員
部
運
営
委
員
候

補
者
と
し
て
新
任
7
人
を
含
む

21
名
の
運
営
委
員
が
推
挙
さ
れ

た
（
左
表
）
。
２
０
１
１
年
度

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
オ
ブ
・
ザ

・
イ
ヤ
ー
に
は
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ユ

ニ
ー
ク
ダ
ン
ス
実
行
委
員
会
」

が
選
ば
れ
、
そ
の
長
年
に
わ
た

る
活
動
が
表
彰
さ
れ
、
ま
た
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で

「
第
15
回
会
員
芸
術
祭
」
が
、
5

月
13
日
か
ら
19
日
、
東
陽
町
セ
ン
タ

ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
は
東
日

本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
し

た
た
め
、
2
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
っ

た
。
水
彩
画
、
油
絵
他
、
様
々
な
技

法
を
こ
ら
し
た
絵
画
作
品
、
写
真
、

鎌
倉
彫
や
陶
芸
な
ど
の
工
芸
作
品
、

手
芸
品
な
ど
、
60
点
が
出
展
さ
れ
、

一
つ
一
つ
の
作
品
の
輝
き
が
会
場
を

彩
っ
た
。
江
東
セ
ン
タ
ー
創
作
教
室

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
、
の
び
の
び

の
力
を
結
集
し
て
震
災
復
興
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

第
３
部
は
佐
野
守
氏
の
司
会

で
進
め
ら
れ
、
軽
食
を
楽
し
み

な
が
ら
懇
親
の
時
間
を
持
ち
、

席
上
、
退
任
さ
れ
た
会
員
部
運

営
委
員
6
名
に
感
謝
が
表
さ
れ

た
。
恒
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
の
販

売
ブ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
、
石
巻

の
バ
ッ
ジ
他
、
寄
贈
品
が
販
売

さ

れ

た

。

ま

た

「T
h
e

◆新任 7名

酢屋 善元 辰馬 行男

長澤 弘 中村 周三

藤江喜美子 三代川春一

吉田 紘子

◆再任 14名

笈川 光郎（委員長）

石井 秀夫 小原 武夫

金丸 満雄 上谷 喜謙

菰渕 光彦 佐藤 茂美

鈴木 雅博 高橋 伸

東條めぐみ 布上征一郎

張替 滋夫 長谷川あや子

村杉 克己

（◆退任 6名）

伊藤 幾夫 越智 京子

柿沼 敬喜 佐野 守

高嶋美知子 蒔田 敏雄

活
躍
し
た
５
人
の
ユ
ー
ス
リ
ー

ダ
ー
に
対
し
て
、
笈
川
委
員
長

か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

勤
続
25
年
職
員
4
人
に
も
表
彰

状
が
贈
ら
れ
た
他
、
太
田
太
氏

（
＝
下
表
）
が
名
誉
会
員
に
推

挙
さ
れ
た
。

続
く
第
２
部
で
は
、
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
活
動
に
つ
い
て
、
会
員
部

の
村
上
祐
介
よ
り
全
般
報
告
が

あ
っ
た
ほ
か
、
４
月
か
ら
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
石
巻
支
援
セ
ン
タ
ー
に
常

駐
派
遣
さ
れ
た
伊
藤
剛
士
か
ら

近
況
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
ワ

ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
活
躍
し
た
ユ

ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
も
感

想
が
述
べ
ら
れ
、
今
後
も
会
員

F
r
i
e
n
d
s

」
に
よ
る
バ
ン
ド

演
奏
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ォ

ー
ク
か
ら
日
本
の
歌
ま
で
、
心

に
響
く
音
楽
に
参
加
者
の
心
が

一
つ
に
な
っ
た
。
こ
の
バ
ン
ド

は
、
西
東
京
セ
ン
タ
ー
の
会
員

が
所
属
し
て
い
る
縁
で
出
演
く

だ
さ
っ
た
。
最
後
に
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
歌
」
を
合
唱
し
、
震
災
復

興
タ
ス
ク
長
の
小
原
武
夫
氏
に

よ
る
震
災
復
興
に
向
け
た
ア
ピ

ー
ル
と
挨
拶
を
も
っ
て
閉
会
と

な
っ
た
。

（
会
員
部

戸
坂
昇
子
）

し
た
感
性
に
あ
ふ
れ
た
共
同
作
品

「
ロ
ボ
ッ
ト
」
「
ぞ
う
」
、
ま
た

「
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
スl

i
b
y

」
の

子
ど
も
た
ち
の
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満

ち
た
写
真
や
フ
ィ
ン
ガ
ー
ペ
イ
ン
ト

も
、
見
る
者
を
惹
き
つ
け
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は

40
人
が
参
加
。
希
望
し
た
出
展
者
に

は
菅
谷
功
氏
（
新
塊
樹
社
会
員
）
が

丁
寧
な
講
評
を
く
だ
さ
っ
た
。
会
期

中
の
受
付
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
在
京

各
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
力
が

石巻ワークキャンプで訪問した

野田恵一さんにも特別参加いた

だいた。野田さんは震災前に描

いた『少年』の絵（↑写真）

を、被災した自宅店舗に飾り、

地元の方々を励ました。

あ
っ
た
。
ま
た
不
登
校
や
障
が
い
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
作
品
出
展

の
た
め
に
複
数
の
方
か
ら
ご
寄
付

が
寄
せ
ら
れ
た
。

今
回
の
会
員
芸
術
祭
で
は
、
石

巻
に
お
け
る
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
震
災

復
興
支
援
活
動
で
ご
縁
の
あ
る
野
田

恵
一
さ
ん
に
、
油
絵
２
点
を
特
別
に

ご
出
展
い
た
だ
い
た
（
＝
写
真
）
。

い
ず
れ
も
震
災
前
に
石
巻
漁
港
の
の

ど
か
な
生
活
を
描
い
た
大
作
。
野
田

さ
ん
は
震
災
後
、
被
災
し
た
ご
自
分

の
商
店
に
こ
の
絵
を
飾
り
、
地
元
の

方
々
を
励
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
絵

に
描
か
れ
た
少
年
と
３
年
ぶ
り
に
再

会
し
無
事
を
喜
び
合
っ
た
こ
と
が
毎

日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
多
く
の
人
々
の

感
動
を
呼
ん
だ
。
野
田
さ
ん
は
13
日

の
会
員
芸
術
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
来

訪
し
、
震
災
時
の
様
子
や
そ
の
後
の

生
活
、
現
在
の
思
い
に
つ
い
て
お
話

く
だ
さ
っ
た
。
表
現
と
し
て
の
芸
術

は
ど
ん
な
状
況
に
お
い
て
も
生
き
る

力
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
覚

え
、
参
加
者
一
同
、
被
災
さ
れ
た
方

々
に
思
い
を
寄
せ
た
。

（
会
員
部

戸
坂
昇
子
）

太田 太さん
1982年から維持会員となり、13年間にわたり立川セ

ンター運営委員として奉仕された。その後も広報委

員、国際委員、西東京センター委員を務め、音訳ボラ

ンティア『シジュウカラ』では草創期から指導いただ

いた（＝2面参照）。初代ＹＭサービス㈱社長、学校

法人東京ＹＭＣＡ学院評議員も努められている。

竹内 英雄さん（西東京センター）

４年間、キャンプ、スキー、障がい児・者のキャン
プ、定例野外活動など西東京センターのすべての活動
で活躍。震災復興支援ワークキャンプにも参加。

高橋 佳衣さん（南センター）

幼児対象の定例野外活動のリーダーとして活躍。ト
レーニングや長期キャンプにも積極的に参加。

北原 遥香さん（山手センター）

主に発達障がいの子どもたちの活動と、震災支援の
リフレッシュキャンプに積極的に関わる。大学のボラ
ンティアセンターとの窓口役となるなど、多岐にわた
って活躍。

山下 麻美さん（江東センター）

長年にわたり、幼児体操クラスの看板リーダーとし
て活躍。幼稚園のキャンプなど数多くのプログラムに
かかわり、保護者からの信頼も厚く期待されている。

大竹恵理香さん（東陽町センター）

東京ＹＭＣＡ社会体育・保育専門学校体育科２年

生。実習で自閉症児・者の水泳クラスに入ったことを

きっかけに、数多くのプログラムに関わる。

2012年度会員部運営委員

Youth Volunteer of the year

天皇皇后両陛下ご訪問

芝浦アイランドこども園・児童高齢者交流プラザ

石
巻
か
ら
も
特
別
参
加

会
員
芸
術
祭

２
年
ぶ
り

2012年度 東京ＹＭＣＡ名誉会員

"The Friends"によるバンド演奏
（写真上）。会員のつながりか

ら出演が実現した。

表彰されたユースボランティア

たち（写真右。下枠に紹介）

『
ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス
』
を
表
彰

第10回



東 京 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ
‘
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彼
ら
は
ま
た
言
っ
た
、

「
さ
あ
、
町
と
塔
と
を
建
て

て
、
そ
の
頂
を
天
に
届
か
せ

よ
う
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は

名
を
上
げ
て
、
全
地
の
お
も

て

に

散

る

の

を

免

れ

よ

う
」
。
（
旧
約
聖
書

創
世

記
11
章
4
節
）

日
本
中
が
「
金
環
日
食
」

で
沸
い
た
日
に
、
東
京
大
学

の
宇
宙
研
究
機
構
の
村
山
斉

（
ひ
と
し
）
さ
ん
か
ら
宇
宙

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
な
ん

と
宇
宙
を
作
っ
て
い
る
物
質

の
96
％
は
ま
だ
正
体
が
わ
か

ら
な
い
（
暗
黒
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
物
質
）
と
の
こ
と
で
し

た
。
何
で
も
研
究
し
て
、
す

べ
て
が
わ
か
っ
て
い
る
よ
う

に
思
う
私
達
人
間
で
す
が
、

実
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
の
ほ

う
が
多
い
の
で
す
。
謙
虚
さ

と
「
畏
れ
」
を
知
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
思
い
上
が
っ
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
自
然
や
宇
宙
に
は
実
際

の
と
こ
ろ
ま
だ
ま
だ
未
知
の

部
分
が
多
く
、
私
た
ち
人
間

は
無
力
な
存
在
な
の
で
す
。

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
完
成
が

世
間
の
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
素
晴
ら
し
い
建
築
物
で

高
い
建
築
技
術
の
集
大
成
と

言
え
ま
し
ょ
う
。
人
々
が
集

ま
り
景
気
の
上
昇
に
も
一
役

買
う
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

私
に
は
、
聖
書
に
出
て
く
る

あ
の
バ
ベ
ル
の
塔
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
の
で
す
。
聖
書
に

は
、
高
い
塔
を
作
り
神
に
近

づ
こ
う
と
し
て
、
や
が
て
は

崩
さ
れ
言
葉
を
乱
さ
れ
て
、

世
界
に
散
っ
て
い
っ
た
愚
か

で
驕
れ
る
人
間
の
姿
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
高
い
塔
の
建

設
に
あ
た
っ
て
は
一
人
ひ
と

り
の
人
間
（
奴
隷
）
の
命
よ

り
「
レ
ン
ガ
」
が
大
切
に
扱

わ
れ
た
の
で
す
。
先
日
の
埼

玉
で
起
こ
っ
た
違
法
な
廃
液

事
件
、
関
越
道
で
の
バ
ス
事

故
、
原
発
事
故
な
ど
が
象
徴

し
て
い
る
世
界
で
す
。
「
人

間
の
命
の
尊
さ
」
よ
り
「
高

い
塔
を
つ
く
り
神
様
に
挑
戦

す
る
傲
漫
・
限
り
な
い
欲

望
」
が
上
位
に
位
置
し
た
と

き
に
人
は
散
ら
さ
れ
て
行
く

の
で
す
。

（
総
主
事

廣
田
光
司
）

畏
れ
を
知
り

謙
虚
に

す
べ
て
の
人
を
一
つ
に
し
て
く
だ
さ
い

福祉・交流・教養 多彩

障
が
い
を
持
つ
人
と
共
に
楽
し
む

目
の
不
自
由
な
方
の
〝

目
〟

に
な
っ
て

ユニークダンス・パーティ音訳ボランティア「シジュウカラ」

東
京
む
か
で
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
基
本
理

念
に
よ
り
、
青
少
年
育
成
の
た

め
の
野
外
活
動
（
野
尻
学
荘
）

支
援
を
目
的
に
１
９
６
１
年
５

月
10
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
活
動

と
し
て
１
９
８
３
年
３
月
15
日

に
、
「
共
に
生
き
る
」
を
テ
ー

マ
に
「
第
１
回
ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン

ス
・
パ
ー
テ
ィ
」
が
開
催
さ

れ
、
毎
年
、
春
（
4
月
）
と
秋

（
10
月
）
の
年
2
回
「
ユ
ニ
ー

ク
ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
」
を
開

催
。
今
年
の
4
月
15
日
に
「
第

57
回
ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
パ
ー

テ
ィ
」
を
開
催
し
て
通
算
29
年

に
な
り
ま
す
。
「
ユ
ニ
ー
ク
ダ

ン
ス
」
と
は
手
や
足
ま
た
は
視

力
な
ど
が
不
自
由
な
人
た
ち

（
障
が
い
者
）
が
そ
れ
ぞ
れ
工

夫
し
た
踊
り
方
で
健
常
者
と
共

に
楽
し
む
ソ
ー
シ
ャ
ル
ダ
ン
ス

で
す
。
車
椅
子
で
も
、
松
葉
杖

で
も
簡
単
に
踊
れ
る
ユ
ニ
ー
ク

な
ダ
ン
ス
で
す
。
「
ユ
ニ
ー
ク

ダ
ン
ス
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

（
１
）
障
が
い
者
と
健
常
者
と

が
共
に
生
き
る
。
（
２
）
障
が

い
者
に
何
か
を
す
る
の
で
は
な

い
。
（
３
）
そ
れ
ぞ
れ
の
障
が

い
は
個
性
で
あ
る
。
（
４
）
共

に
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
な
が
ら
、

交
わ
り
を
深
め
よ
う
。
以
上
の

概
念
で
パ
ー
テ
ィ
の
ホ
ス
ト
を

務
め
て
い
ま
す
。

１
９
８
３
年
春
の
「
第
１
回

む
か
で
ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
パ

ー
テ
ィ
」
よ
り
１
９
９
３
年
秋

の
「
第
20
回
む
か
で
ユ
ニ
ー
ク

ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
」
は
東
京

む
か
で
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

が
主
催
。
１
９
９
４
年
４
月
17

日
の
第
21
回
よ
り
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ

ィ
」
と
改
名
し
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

と
東
京
む
か
で
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
目

の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
文

字
や
文
章
を
音
声
化
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。
２
０
０
６
年

度
会
員
部
の
新
規
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
委
員
会
の
答
申
か
ら
誕
生

し
ま
し
た
。
会
員
部
運
営
委
員

だ
っ
た
田
中
博
之
さ
ん
が
、
音

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ら
、
忙
し

い
人
た
ち
も
家
で
で
き
る
と
提

案
さ
れ
た
の
で
す
。

西
東
京
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
は
、
そ
の
提
案
を
受
け

て
、
勉
強
会
を
始
め
ま
し
た
。

音
訳
に
は
読
み
方
を
教
え
る
講

師
が
必
要
で
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン

で
録
音
し
た
も
の
を
編
集
す
る

技
術
者
（
構
成
者
）
も
必
要
で

す
。
そ
の
指
導
を
引
き
受
け
て

く
だ
さ
っ
た
の
が
、
今
年
名
誉

会
員
に
な
ら
れ
た
西
東
京
セ
ン

タ
ー
会
員
の
太
田
太
さ
ん
で
し

た
（
＝
１
面
参
照
）
。
太
田
さ

ん
は
、
盲
人
伝
道
協
議
会
の
テ

ー
プ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
永
年
指

導
し
た
経
験
を
活
か
し
て
、
勉

強
会
を
立
ち
上
げ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

他
団
体
の
話
を
聴
い
た
り
見

学
し
た
り
と
、
勉
強
会
を
重

ね
、
２
０
１
０
年
に
は
安
定
し

た
活
動
を
は
じ
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
八
王
子
盲

学
校
の
図
書
室
に
最
初
の
作
品

「
読
書
の
時
間
に
読
む
本
1
年

生
」
を
納
品
し
ま
し
た
。
昨
年

度
は
「
３
６
５
日
の
ベ
ッ
ド
タ

イ
ム
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
は
じ
め

と
す
る
Ｃ
Ｄ
約
30
枚
分
（
＝
写

真
）
を
完
成
し
た
ほ
か
、
久
我

山
青
光
学
園
と
の
繋
が
り
も
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー

全
員
が
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
員

と
し
て
登
録
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
大
き
な
こ
と
で
し

た
。
今
年
度
か
ら
は
、
点
字
で

教
科
書
を
読
む
こ
と
が
出
来
な

い
子
ど
も
の
た
め
の
音
訳
を
、

ネ
ッ
ト
上
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
を
使
っ
て
挑
戦
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

当
初
は
、
勉
強
会
だ
け
体
験

す
る
と
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う

人
も
多
く
、
メ
ン
バ
ー
が
定
着

し
始
め
た
の
は
２
０
０
９
年
度

の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
、
試
行

錯
誤
の
２
年
間
を
乗
り
越
え
ら

れ
た
の
も
、
太
田
さ
ん
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
昨
年
「
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

メ
ン
バ
ー
名
簿
」
を
作
成
し
ま

し
た
が
、
そ
こ
に
太
田
さ
ん
は

こ
う
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
常
に
喜
べ
、
絶
え
ず
祈
れ
、

全
て
の
こ
と
に
感
謝
せ
よ
。
こ

れ
、
私
が
与
え
ら
れ
た
こ
の
世

で
の
モ
ッ
ト
ー
。
し
か
し
全
く

難
し
い
。
言
い
訳
は
た
く
さ
ん

で
き
る
け
れ
ど
、
出
来
ま
せ

ん
。
一
生
持
参
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
」
。
そ
ん
な
太
田
さ
ん

の
人
柄
に
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の

メ
ン
バ
ー
は
つ
い
て
い
っ
た
の

だ
と
思
う
し
、
こ
れ
か
ら
も
そ

の
思
い
を
受
け
継
い
で
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
と
の
共
催
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
２
０
０
５
年
10
月
30

日
「
第
44
回
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ユ
ニ
ー

ク
ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
」
よ
り

江
東
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
後

援
を
受
け
現
在
に
ま
で
至
っ
て

い
ま
す
。

会
場
は
、
神
田
美
土
代
町
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
本
館
よ
り
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

東
陽
町
セ
ン
タ
ー
、
テ
ィ
ア
ラ

こ
う
と
う
、
森
下
文
化
セ
ン
タ

ー
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
陽
町
セ
ン
タ

ー
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
場
と
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
地
域

へ
の
会
場
と
回
り
ま
し
た
が
、

や
は
り
本
拠
地
へ
戻
っ
て
き
ま

し
た
。

今
年
、
会
員
大
会
に
て

「2
0
1
1

年
度V

o
l
u
n
t
e
e
r

o
f

t
h
e

y
e
a
r

」
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
永
年
の
活
動
が
認
め

ら
れ
、
報
わ
れ
た
こ
と
に
、
ま

さ
に
「
継
続
は
宝
な
り
」
と
の

・

思
い
で
す
。

石巻市の東隣に位置する人口約1万人の女

川町では、津波の最高到達地点が標高20メー

トルだったと言われています。町の中心部は

リアス式海岸の奥地に位置するため、狭まっ

て高くなった津波が町を飲み込み、建物は一

つ残らず流されてしまいました。宮城県発表

によれば、震災による死者・行方不明者は

827人にのぼり、これは震災前の人口の8.2％

にも当たります。

ＹＭＣＡ石巻支援センターでは、4月より

継続して女川町での子どもプログラムを行な

っています。町内最大の仮設住宅団地がある

総合運動公園に遊び道具を用意して伺い、ボ

ランティアと一緒に遊んでもらう「遊び場」

を提供しています。これまでに4月29日、4月

30日、5月27日、6月24日に行いました。

6月10日のＮＨＫニュースで、この女川町

の子どもを取り巻く調査を紹介していまし

た。東北学院大学が町内小学4年生から中学

生全員を対象に1週間の学校以外での運動量

を調べたところ、１週間で１時間にも満たな

い子どもが33.8％に上ることが分かりまし

た。全国平均は18.5％であることから、この

数字はこの地域の子どもが極端に運動不足に

陥っていることを示しています。復旧工事の

ため、旧市街地は大型車両の交通量が多く危

険であり、子ども達の遊び場が無くなってし

まったことや、仮設住宅に入ってバス通学に

なったため、歩いての登下校や放課後の活動

が無くなってしまったことが大きいと考えら

れています。

ＹＭＣＡの遊び場プログラムは、子ども達

に失われがちな外遊びを提供し、そして仮設

での過酷な暮らしからリフレッシュしてもら

うという、地元のニーズに即したものです。

女川町は石巻市に比べ人口は7分の1以下とい

う小さい町で、ボランティアの活動も 今は

あまり見られない のが現状です。元気な子

どもが家庭を明るくし、やがて地域に希望を

もたらしていくことを信じて、ＹＭＣＡは今

後も継続して地域とともに歩んでいきたいと

思います。

（ＹＭＣＡ石巻支援センター 伊藤剛士）

女川町で
「遊び場」プログラム

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で

は
、
会
員
・
関
係
者
の
ア
イ
デ
ア
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
、
地
域
福
祉
、
交
流
、
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
（
▼
３
面

に
一
覧
あ
り
）
。
今
年
の
会
員
大
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
を
受
賞
し
た
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ユ
ニ

ー
ク
ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
」
と
、
名
誉
会
員
に
な
っ
た

太
田
太
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
始
め
た
、
音
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「遊び場」に来た子どもたち ↑女川町の中心部の様子

vol.2

櫻
井

浩
行

東
京
む
か
で
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
実
行
委
員
会

井
口

真

西
東
京
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
主
任
主
事

初めての方には踊り方の基本レッスンがあるの

で、誰でも参加できる。うまく踊れても思った

ように踊れなくても、笑顔が耐えない。

音訳の指導者であり名誉会員になった太田太
さん（中央）と西東京コミュニティーセンター

のみなさん

↓
神
田
美
土
代
町
の
会
館
前
で

東京むかでワイズメンズクラブ協働

ＹＭＣＡの会員活動 など



東 京 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ

【定例活動】 

■歌の広場   地域の高齢者と童謡や唱歌を歌い、交流の輪を広げます。 

    ＊山手センター「わくわくサロン」＊毎月第 3火（健康体操もあり） 

    ＊南センター「ＹＭＣＡすずらん会」  ＊毎月第4金 

    ＊町田ＹＭＣＡ「歌声ひろば」     ＊毎月第2土 

    ＊東陽町センター「Ｙわい歌の広場」  ＊毎月第2木  
■ＹＩＶ（Yamate International Volunteer） ＊山手センター＊毎週（水） 
  ボランティアによる日本語教室。さまざまな国籍の方が学んでいます。 
■ユーモアスピーチ世田谷         ＊南センター ＊毎月第 2木 
  日常の出来事をユーモアを交えて語る交流活動。“笑って楽しい 3分間” 
■音訳ボランティア        ＊西東京センター ＊月 2回第1･3木 
  目の不自由な人のために、文字や文章を音声化します。（＝2面参照） 
■ベテランティア            ＊町田ＹＭＣＡ ＊毎月第 2月 

人生のベテラン（シニア）の方々を対象にしたボランティア講習会です 
■わくわく科学実験教室         ＊町田ＹＭＣＡ ＊毎月第 3土 

ボランティアによる、小学生を対象にした身近で楽しい科学実験教室。 
■妙正寺フィットネスクラブ       ＊杉並センター ＊週1 回（木） 
  60歳以上の方を対象とした健康体操教室。40 年以上継続している。 

■ひだまり体操クラブ          ＊杉並センター ＊週1 回（水） 
  50～80歳代の方々が集う、健康体操教室。杉並区の集会場で実施。 

■ＷＨＯ（ワーキングホリデーオギクボ）    ＊杉並センター ＊月1 回 
  都内近郊を散策する。一般参加者も多く、150回以上継続している。 
■午餐会                  ＊賛助会事務局 ＊月 1回 

1920 年代から行われている歴史ある会です。昼食を共にしながら、文化、

社会、経済、教育など多様な分野の第一線の方に卓話をいただきます。 
■中国語の聖書に親しむ会           ＊会員部 ＊毎月第 2月 

 仲田達男氏（元理事長）の指導により中国語と日本語の聖書を学びます。 
■旧約聖書に親しもう（キリスト教相互理解セミナー）＊会員部 ＊毎月第2 木 
  秋山昇牧師の指導により、旧約聖書を輪読しながら勉強します。 
■早天祈祷会               ＊会員部 ＊毎月 1 日（原則） 
  70年近く継続している祈祷会です。どなたでもご参加いただけます。 

【イベント型の活動】               ＊2012年度日程 

◆チャリティーゴルフ                 ＊4月12日（木） 

  益金は障がい児支援・不登校児支援などに用いられます 

◆神田川船の会                ＊5 月 12日、10月 6日 

東京グリーンワイズメンズクラブとの協働。神田川を船でご案内し、歴

史や風情を楽しみます。30年以上開催。東京都「環境賞」など受賞。 

◆会員芸術祭                    ＊5 月 13～19日 

 会員や関係者の作品（絵画・写真・工芸品など）を展示します。（＝１面参） 
◆会員大会      （＝1面参照）           ＊5 月 19日（土） 

 一年間の活動報告や各種表彰、委員の推挙、会員の交流を行います。 
◆江東親睦会                     ＊5月19日（土） 

 江東センターに関係するすべての人が集まり、模擬店など行う。（＝左参照） 

◆夏まつり                       ＊8月25日（土） 

模擬店、被災地物品販売、子どもの遊びコーナー、抽選会などを行います。 

◆国際協力一斉街頭募金                ＊9 月 8日（土） 

会員、園児、学生など300人ほどが渋谷駅周辺で、募金を呼びかけます。 

◆インターナショナルチャリティーラン       ＊9月22日（土・祝） 

障がい児支援のための駅伝大会で、多数の企業やグループが参加します。 

◆会員ソフトボール大会              ＊10月 8日（月・祝） 

  東京近郊ＹＭＣＡの会員が集まり、ソフトボールによる交流をします。 
◆ユニークダンス           （＝2面参照） ＊4 月、10 月 

  むかでワイズメンズクラブ協働。障がい者と社交ダンスを楽しみます。 

◆世界ＹＭＣＡ・ＹＷＣＡ合同祈祷会             ＊11月 

  世界中のＹＭＣＡ・ＹＷＣＡが一つのテーマに心を合わせて祈ります。 
◆会員協議会（ソシアスフォーラム）          ＊11月 17日（土） 

  会員と職員が集い、ＹＭＣＡの使命や会員活動について考え協議します。 

◆江戸城ファミリーウォーク           ＊11 月23 日（金・祝） 

  東京ワイズメンズクラブ協働。江戸城に関する講演を聴き、散策します。 

◆バザー・オープンハウス（各センターで開催）       ＊秋・冬 

◆クリスマス祝会 （各センターで開催）          ＊12月              

◆教育シンポジウム                   ＊（日程未定） 

  第一線で活躍する講師を招き、子育てのアドバイスをいただきます。 
◇災害支援活動 

東日本大震災復興支援のため、募金や被災地物産販売、現地でのワーク

キャンプ、歌の広場、子どもの遊び場活動などを行っています。 

( 3 ) 第696号２０１２年６月１０日

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ

ン
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ロ
ッ

ジ
」
（
写
真
）
が
完
成
し

た
。
40
名
収
容
の
こ
の
ロ
ッ

ジ
は
、
昨
夏
の
ハ
リ
ケ
ー
ン

「
ア
イ
リ
ー
ン
」
に
よ
っ
て

破
壊
さ
れ
た
「
ピ
ジ
ョ
ン
ロ

ッ
ジ
」
を
補
う
目
的
で
建
設

さ
れ
、
そ
の
資
金
調
達
に
際

し
て
は
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が
大
き

な
力
と
な
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
。
機
関
誌
「F

r
o
s
t

V
a
l
l
e
y

L
i
f
e

」
で
総
主

事
ジ
ェ
リ
ー
・
ハ
ン
コ
ス
キ

ー
は
、
こ
の
一
年
間
フ
ロ
ス

ト
バ
レ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
の
復
興
に
素

晴
ら
し
い
働
き
を
し
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
機
会
と
し
て
活
か

し
て
き
た
こ
と
に
ふ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
フ
ロ
ス
ト

バ
レ
ー
が
育
ん
で
き
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
力
と
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
、
具
現
化
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
新
し
い
ロ
ッ
ジ
は
フ

ロ
ス
ト
バ
レ
ー
の
数
々

の
建
物
の
中
で
も
特
に

環
境
に
配
慮
さ
れ
、
今

後
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

設
置
す
る
準
備
も
あ

る
。
そ
し
て
名
称
の
と
お
り

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
は
次
代

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
む
最
前

線
、
Ｃ
Ｉ
Ｔ
（C

o
u
n
s
e
l
o
r

i
n

T
r
a
i
n
i
n
g

）
で
使
用

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
直
後
の
計

画
で
は
複
数
の
小
規
模
ロ
ッ

ジ
を
建
設
し
、
各
棟
の
資
金

調
達
は
い
く
つ
か
の
部
署
が

分
担
す
る
と
い
う
構
想
も
あ

っ
た
。
た
し
か
に
経
済
的
な

側
面
だ
け
を
見
れ
ば
、
小
規

模
ロ
ッ
ジ
を
資
金
に
合
わ
せ

て
建
設
す
る
方
が
リ
ス
ク
を

防
げ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
未
来
へ
の
明
確
な
ビ
ジ

ョ
ン
と
と
も
に
復
興
を
果
た

し
た
姿
は
素
晴
ら
し
い
。

日
本
に
も
そ
の
よ
う
な
モ

デ
ル
は
あ
る
。
た
と
え
ば
終

戦
直
後
の
野
尻
学
荘
も
Ｏ
Ｂ

が
大
き
な
力
と
な
っ
て
復
興

を
果
た
し
た
。
当
時
は
十
分

な
指
導
者
を
確
保
で
き
て
お

ら
ず
、
当
然
キ
ャ
ン
パ
ー
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
状
態
で
は

な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
こ
そ
人
を
育
て
る
こ
と

が
大
切
と
考
え
、
リ
ー
ダ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
お
こ
な
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
育
ん
で
き
た

長
い
歴
史
と
幅
広
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
は
、
何
よ
り
の
財

産
で
あ
り
宝
だ
。
フ
ロ
ス
ト

バ
レ
ー
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
復
興

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
示
す
こ

と
が
で
き
た
よ
う
に
、
常
に

よ
り
良
い
未
来
に
む
け
て
邁

進
す
る
姿
勢
に
よ
っ
て
、
社

会
の
良
い
モ
デ
ル
で
あ
り
続

け
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
在
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー

三
浦
壮
一
郎
）

新
ロ
ッ
ジ
完
成

人
材
育
成
の
た
め

『
谷
川
真
理
駅
伝
』

5
月
20
日
（
日
）
に
荒
川
戸

田
橋
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ

た
、
地
雷
廃
絶
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

マ
ラ
ソ
ン
大
会
『
第
8
回

谷

川
真
理
駅
伝
～
地
雷
で
は
な
く

花
を
く
だ
さ
い
～
』
に
、
今
年

も
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
社
会
体
育
・

保
育
専
門
学
校
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ

ー
ナ
ー
科
学
生
が
、
運
営
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
大
会
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
地
雷

廃
絶
を
呼
び
か
け
て
始
ま
っ
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
駅
伝
で
、
１
人

が
５
ｋ
ｍ
を
走
り
、
１
チ
ー
ム

４
人
で
タ
ス
キ
を
繋
ぐ
20
ｋ
ｍ

の
レ
ー
ス
で
す
。
今
年
は
１
５

７
０
チ
ー
ム
６
２
８
０
人
が
参

加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め
る

と
約
８
０
０
０
人
が
集
う
大
会

で
し
た
。
社
会
体
育
専
門
課
程

の
学
生
は
、
本
部
、
受
付
、
給

水
、
走
路
誘
導
、
中
継
な
ど
様

々
な
場
面
で
活
躍
し
ま
し
た
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ゼ
ミ
の
学
生
は
、
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
３
チ
ー
ム
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が

行
っ
て
い
る
、
障
が
い
を
も
つ

子
ど
も
た
ち
の
体
操
教
室
「
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
フ
ィ
ッ
ト
ラ
ン
ニ

ン
グ
ク
ラ
ブ
」
か
ら
も
２
チ
ー

ム
参
加
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
年
間

を
と
お
し
て
、
本
校
学
生
が
体

育
指
導
に
あ
た
っ
て
お
り
、
当

日
は
学
生
が
伴
走
者
と
し
て
一

人
ひ
と
り
に
つ
い
て
走
り
ま
し

た
。
今
年
は
メ
ン
バ
ー
の
お
父

さ
ん
も
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

益
金
は
「
難
民
を
助
け
る

5
月
19
日
、
江
東
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
「
江
東

親
睦
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
江
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
に
関
わ
る
全
て
の
人

々
（
江
東
幼
稚
園
園
児
・
保
護

者
・
リ
ー
ダ
ー
・
ワ
イ
ズ
メ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
等
）
の
交
流
を
目
的

と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
も
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
焼
き

そ
ば
や
焼
き
鳥
、
お
で
ん
な
ど

様
々
な
模
擬
店
を
開
き
、
ま
た

子
ど
も
た
ち
向
け
に
は
輪
投
げ

や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
が
で
き

る
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

し
た
。
途
中
に
は
江
東
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
リ
ー
ダ

ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
の
表

彰
や
社
会
人
と
な
っ
た
リ
ー
ダ

会
」
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
地
雷
で

は
な
く
花
を
く
だ
さ
い
」
と
あ

り
ま
す
が
、
会
場
の
荒
川
河
川

敷
は
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
の
花
が
咲

き
乱
れ
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

全
員
が
最
後
ま
で
完
走
し
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
日
で
し
た
。

（
社
会
体
育
・
保
育
専
門
学
校

教
諭

半
谷
謙
寿
）

江
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

親
睦
会
に
７
５
０
人

ー
た
ち
に
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
か
ら
記
念
品
の
贈
呈
を
す
る

感
謝
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
小
学
生
の
グ
ル
ー
プ
活
動

「
ピ
ノ
キ
オ
」
と
幼
児
の
グ
ル

ー
プ
活
動
「
エ
ル
マ
ー
」
の
子

ど
も
た
ち
は
キ
ャ
ン
プ
ソ
ン
グ

を
披
露
し
ま
し
た
。
合
計
７
５

０
人
の
参
加
者
と
な
っ
た
今
年

度
の
親
睦
会
は
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
広
い
年
代
の
皆
さ
ん

が
集
う
こ
と
が
で
き
る
素
敵
な

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
江
東
セ
ン
タ
ー

西
嶋
健

太
）

学
生
が
運
営
サ
ポ
ー
ト

社会体育・保育専門学校学生たち

は、受付・給水・走路誘導・中継

・伴走者などとして大会の運営を

サポートしました。

同
盟
主
事
認
定

東
京
か
ら
２
人

日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
が
全
国

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
の
中
か

ら
新
た
に
７
人
を
主
事
に
認

定
、
６
月
17
日
に
御
殿
場
・
東

山
荘
で
授
与
式
を
行
っ
た
。
東

京
か
ら
は
、
星
住
秀
一
氏
、
村

上
祐
介
氏
の
２
人
が
認
定
さ
れ

た
。
認
定
者
を
代
表
し
て
、
村

上
主
事
が
認
定
論
文
「
国
内
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
に
お
け
る
フ
ァ
ン
ド
レ

イ
ジ
ン
グ
戦
略
～
日
米
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
の
比

較
と
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
寄
付
戦

略
か
ら
～
」
を
紹
介
す
る
と
共

に
、
主
事
と
し
て
献
身
す
る
決

意
を
述
べ
た
。
（
写
真
）

日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
が
６
月

17
日
、
２
０
１
２
年
度
の
永
年

勤
続
、
継
続
会
員
を
表
彰
、
ま

た
青
少
年
奉
仕
賞
、
特
別
功
労

賞
を
授
賞
し
、
参
加
し
た
会
員

７
人
に
感
謝
を
表
明
し
た
。

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
太
田

太
、
勝
山
健
一
郎
、
丹
羽
芳

雄
、
及
川
栄
子
の
各
氏
に
青
少

年
奉
仕
賞
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た

25
年
勤
続
者
賞
９
人
、
50
年
継

続
会
員
10
人
、
25
年
継
続
会
員

25
人
が
表
彰
さ
れ
た
。
当
日
会

場
に
出
席
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
、
7
月
27
日
に
東
陽
町
セ
ン

タ
ー
で
伝
達
式
を
行
う
。

同
盟
表
彰

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

会
員
48
人
が
受
賞

主な会員活動一覧

★会員に限らず、どなたでもご参加いただけます。
★この他の活動もあります。詳しくは、各センターもしくは会員部
(tel.03-3615-5568)までお問い合わせください。
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